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光 電 管 に よ る 爆 旭 測 定

福井 久明幸,佐藤 俊一書,松田 賢二♯

スラリー爆薬を含む炭鉱用爆薬の爆抱を英空重銀セシウム光尾管を用いて甜定することによ

り,旧砲妖艶における安全度と対応づけろことが{･きた｡たとえば,IFl砲発射における二次焔

を}タン着火田子と考え.水込物を用いて二次偽を稀少させることにより.飛節的な安全庇の

向上を淀めることができる｡

1.枯 骨

炭鉱爆薬の爆塩に関する研究は静止写英,乾しカメ
ラおよび尾管辱により進められてきた｡今日,わが国

ではスヲ1)一爆薬の発展が日ざましく炭鉱用スラリー

爆薬の研究も意欲的に進められておりメ-カー各社も

検定妖艶に合格している｡われわれは,今回メタンガ

スへの蔚火田の一つと考えられる燦本について調査す

るため光屯管を用いた爆熔沌定装匠を試作し.炭鉱用

スラリー爆薬を中心に検肘を加え,光屯管の範頼,安

全度との関係についていくつかの突放結果を得た｡

光尾管についてはSl特性を持つ其空型銀セシウム

光屯管が政も爆抱に対して感度が良い｡また旧砲にお

ける安全度と爆鯖については測定 されたtゴークの高

さ.両私 二次伯の有無によ.?て関係づけることが{.

きる｡

2.央験載旺および方法

和恵に用いた光電管は PV-ll-其空塾銀 セシウム

光尼軌 特性 Sl,PV-13-其空型 7ソチモt/セシウ

ム光電管.特性S4(いずれも東芝罷免製),シ1)コ./

ブルー七ルーSBC型 (シャ-プ罷免製)で計河中心

波長がそれぞれ 800.400,700nm 付近のものを選ん
だ｡各光尾管弟子の波長一比感度特性は Fig･1に示

すとおりである｡ただし,PV-11とPV-13につい

ては計抑中心波長の変助屯田がそれぞれ 800±100

nm,400士50nm t･ある｡

Fig.2は PVlllの河定回路国を示した｡PV-13,

シ1)コ./ブルーセルの甜定回路も性は同じである｡

滑走方法は弾劾板子用IB砲 (孔径 55JnJn卓,孔長

550mm)内で起爆し,銀婚から側面方向 5m の位匠

に光冠管をセットした｡轟丘ほ典故3･1を除きすべて

100gである｡
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3. 典故椿具および専蕪

3.1 畑地と光tB管の特性

含水爆薬 A (正 400g)を正起爆した時の各光尾管

栄子による測定結果を Fig.3に示す｡爆焔の敦皮に

関しては PV-11が投も感度が良く.また正起爆の際

発生しやすい二次焔の確泥もされており,弱い爆掛こ

対しても応答が良い｡ただし,応答速度に関しては半

導体束子を用いたシ1)コソブルーセルの方が速いよう

である｡今回の突放では.旧砲釈放による安全度と爆

焔の関係を調査することが目的であるので二次伯のよ

うな弱い爆焔に対しても抑定可能な光碓管束子として

800nm付近に計軸中心波長を持つ PV-11を選んだ｡
3.2 梅旭と虫全庇

3.2.1 水タンピングによる櫓焔と貴会庇

IEl砲釈放においては少丑の水込物でもメタ./ガスへ

の着火を抑制する効果をもつことが知られている｡こ

の理由としては,メタ./ガスへの卦火椴解が街革波の
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Fig.2 爆嬉野定回路図●LLlqetll
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Ig.3 燦鰍こ対する光確守特性会合おJ:び二

次焔によって開始されると考えると,求込物は扱者を抑制する

効果があると述べられている1〉○われわれは検定
釈放に合格した含水爆薬A(正400g)および B(正 600g)について水込物

による安全度と爆焔の関係を刑べた｡安全度は.9

% のJタソガスを満たした珪1.5m,長さ 2mの

釈放坑滋に旧砲から発射した時のガスへの着火串を変わしたもので,鈷条を Tab]elに示 し

TAb]el 水込物にJ:る安全度＼蒜
搬 (g＼ 含水爆薬A 含水銀弗

B0 50 loo 0 50 1

00600 - 0/5 0/5

- 0/5 0/5500 - 0/5 - 3/3 0/5 -

400 5/5 0/5

- 0/5 - -300 0/5 -

- 0/5 - -YoL37.NAB.1伽 た｡水込物の鼓唄方掛t,佳 30mm.好さ

80FJのポリ

エチチ1-プに水を入れ両胸を金属クリップで閉じたもの

を用いた｡なお,起爆様式については全て遵起爆方法であ

る｡次に,含水爆薬 A,Jiに水込鞄をそれぞ
れ 1(氾&装填し,望見中に蒐射した銀婚の田定結果

をTable2に示した｡なお,光旬管束子は PVlllで

ある｡表中.ピーク高さ.ピーク両前

として袋わした敢伍は,含水爆薬 AIOOg(水込物な
し)の逝起爆における甜定住を1とした時の相対値で

ある｡Tablelより.水込物による安全度の向上

は含水爆薬についても窪めることができろ｡次に.水

込物の効果としては,Table2において,朋 持

続時隅が著しく減少していることから,二次的に為生する

小さい燥伯に対しての消娼効果と考えられる｡また,

一次焔を示

すti'-ク高さも水込物によりわずかに低下しているこ

とから.一次泊に対する消拍勃発も作用しているよう

である｡3.2.2頼義のE)元変位と嬢姐

および安全度次に報告する典故着果は過去に

行なわれたもので内定方法等は異なるが,同型の

光屯甘束子を用いて得られた興味ある鈷果なの

でここに報告する｡TAble2 水
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Flg.4 口元匹敵と安全度

安全度は3.2.1に記した釈放坑道にて行ない,9%

}タンガスへの蔚火串で表わす｡爆薬の鼓萌は正起爆

方法で,爆薬末端とrEl砲口元からの距鮭を変える｡

Fig.4は,硝安爆薬 A (正 4(氾g,桑長 12cm)100

g,300g.400gについて,それぞれF)元匪藤と安全

度の関係を示した｡各位位における試験回数はエ=0
(〟-10)を除き,すべて5回である｡

Fi8.4に示すように,∬=0ヤl主薬丘が射 ヒしてもほぼ一定の着火串を示し3-10cm で潜火革は叔大と

なる｡さらに J

が 10cm 以上では徐 に々懲火串は低下する｡このように

口元距離と爆薬丑を変えた時の燦鳩の変化を示したも

のが Fig.Sである｡邦定方汝はいずれもメタソ着火釈放用旧抱 く径 55mm.長

さ120cm)から空気中に尭射した爆焔を光尾管

により軸定したものである｡Fig.5には3-0,10



Ohem tiDZlOf仙edetotLAtionhmebytheDhotocem

byH.Fukui,S.SatO,K.Matsuda

WehveobservedtheflameOfpermissibleexplosiv鶴 (includingsltmyexplo-

siyes)bythephotocenwithsilver-ceSitlmSenSitizer.

As theresult,therewasaCertainrelationbetwenthelllminosityofthedame

andthesafetyoLtheshotfiringinmethane-airmiXture.WelmveassumedthAtthe

secondaryflamefromcannonshotwouldbeoneoEthefactorstoignitemethaJ)C,

andrecopizedthAtthewaterStemmbghg preyentedfrommethaJleignitionby

explsiYesbecauseOfdecreasingthesecondary血me.

(AsalIiChem.Ind.Co.,Ltd.ExplosivesPlant,304M血shiri-cho,Nobeokn,
Japan)
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